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0. はじめに 
0.1. 研究対象と目的 
 成田・中村(2004: 117)によれば、ドイツ語には主格(～が)、属格(～の)、与格(～に)、対
格(～を)という 4 つの格がある。名詞の格は主に冠詞類や形容詞の語尾によって示され、
代名詞の格は代名詞自身の語形変化によって示される。属格、与格、対格は、前置詞に支
配されるものと前置詞に支配されないものに分けられる。本稿では成田(2009)に従って、
前置詞に支配される格を前置詞格、前置詞に支配されない格を純粋格と呼ぶ。 
片岡(1998: 25)によれば、ドイツ語の純粋与格は一般に、動詞や形容詞などに支配される
「目的語の与格」と、任意でわれる「自由な与格」に区分される。「自由な与格」は伝統文
法で、さらに「所有の与格」「利益／損害の与格」「関心の与格」の 3つのタイプに区分さ
れてきた。しかし片岡(1998)は、ドイツ語の純粋与格の分類については、研究者の間で見
解が一致しておらず、文法書の記述にも混乱が見られると述べている。そこで本稿では、
伝統的な分類方法は一部参考にするに留め、純粋与格全般を調査対象とする。 
本稿の目的は、ドイツ語の純粋与格と日本語の対応表現を対照し、ドイツ語の純粋与格
と日本語表現がどのように対応する傾向にあるのか明らかにすることである。なお、本稿
で扱う例文の例文番号、グロス、太字、下線、囲み線は、特に断りのない限り筆者による。 
 
0.2. 本研究を理解する上で必要な日本語の文法知識 
 ここでは、日本語記述文法研究会編(2009)を取り上げ、本稿の調査で得られた日本語の
形式について、予め説明が必要な文法事項をまとめる。 
 
0.2.1. 日本語の格の用法・連体修飾の用法 
日本語における「格」とは、名詞と述語とのあいだに成り立つ意味関係を表す文法的手
段である。名詞の格は格助詞「が」「を」「に」「へ」「で」「から」「より」「まで」
「と」によって表される。格助詞と、格助詞が表す意味関係の対応は、表 1のようにまと
められている。なお、格助詞は表 1のおもな意味のほかに、出頻度の少ない、限界、領域、
目的、様態、役割、割合、対応・不対応、内容といった意味を表すものもあるが、本稿で
は「その他」でまとめ、詳しい意味の考察には立ち入らない。 
さらに日本語記述文法研究会編(2009)は、名詞が名詞を修飾する際に、修飾名詞と被修
飾名詞の間に介在する「の」を、連体助詞として挙げている(例: 「私の家」「食品の製造」)。
本稿ではこの連体助詞「の」の用法を「連体修飾」として取り扱う。
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表 1: 格助詞と用法の対応 
格助詞 用法 例文 
が 
主体 子どもたちが公園で遊ぶ。 
対象 恩師の死が悲しい。 
を 
対象 ハンマーで氷を砕いた。 
起点 昨日は 8 時に家を出た。 
経過域 川を泳いで渡った。 
に 
着点 子どもが学校に行く。 
相手 隣の人に話しかける。 
場所 机の上に本がある。 
起因・根拠 職員の横柄な態度に腹を立てる。 
主体 この子に専門書が読めるはずがない。 
対象 親にさからう。 
手段 全身が泥にまみれる。 
時 午前中に用事を済ませた。 
へ 着点 船が港へ向かう。 
で 
場所 庭で犬が吠えている。 
手段 ナイフでチーズを切る。 
起因・根拠 急用で家へ帰った。 
主体 私と佐藤でその問題に取り組んだ。 
から 
起点 子どもたちが教室から出てきた。 
主体 私から集合時間を連絡しておきます。 
起因・根拠 たばこの火の不始末から火事になった。 
経過域 虫は窓から出て行った。 
手段 国会は衆議院と参議院から成り立っている。 
より 起点 遠方より友来たる。 
まで 着点 子どもが学校まで自転車で通う。 
と 
相手 弟とけんかをする。 
着点 氷が溶けて水となる。 
(日本語記述文法研究会編 2009: 5-6 を一部改変) 
 
0.2.2. 恩恵的事態表示に関係する補助動詞構文 
 補助動詞は、動詞のテ形につき、さまざまな意味を添える働きをする動詞である。ここ
では、本稿の調査で多く得られた、恩恵的事態表示に関係する補助動詞構文を作る「てあ
げる」「てくれる」「てもらう」について述べる。「てあげる」「てくれる」「てもらう」は、
恩恵のやりとりを表す。その際、話し手を中心とした序列という使い分けの意識が働き、
内から外に、話し手→聞き手→第三者という序列で置く。この序列上の二者間の移動は、
内から外への遠心的方向性と、外から内への求心的方向性のいずれかとしてとらえられる。 
「てあげる」は遠心的方向性をもつ恩恵や、第三者間の恩恵の移動を表す。動作者は恩
恵の与え手となる((1)a.)。また、「てあげる」は内から外への遠心的方向性をもつ恩恵を表
すため、受益者として話し手がくることはない((1)b.)。「てくれる」は求心的方向性をもつ
恩恵を表す。動作者は恩恵の与え手となる(2)。「てもらう」は求心的方向性をもつ恩恵や、
第三者間の恩恵の移動を表す(3)。 
 
(1) a. 田中が鈴木のために引っ越しを手伝ってあげた。 
b. *君が僕に英語を教えてあげたんだ。 
(2) 娘が私のために料理を作ってくれた。 
(3) 妹が父に自転車を買ってもらった。               【日本語記述文法研究会編 2009: 127-128】 
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図 1: 純粋与格に対応する日本語の格 
(藤縄 2005: 108 をもとに筆者が作成) 
 
 
1. 先行研究 
1.1. 藤縄(2005) 
藤縄(2005)は、「多くの教科書や学習文法
書で、ドイツ語と日本語の格はおよそ、主
格＝「が」、属格＝「の」、与格＝「に」、対
格＝「を」に対応すると説明されているが、
その経験的妥当性はこれまで十分に検討さ
れてきたとは言い難い」と述べている。そ
こで、そのような検討の基盤となりうるデ
ータを提供するために、ドイツ語の「基礎
動詞 1300」のうち与格または対格の補足語
を取る動詞 700語余りをDudenの用法辞典
1
 からリストアップし、約 2,500 件につい
て、ドイツ語の与格と対格が日本語のどの
格助詞に対応するのか調査を行っている。
調査結果をまとめた図を右に挙げ、本稿の調査では得られなかった、格助詞「から」の用
例を挙げる。なお、格の対応は、基本的に既存の独和辞典数冊の訳を参照して決めたもの
であるが、藤縄の語感が優先されている部分もある。 
 
(4) Mir              ist                der            Knopf        abgerissen. 
I.1SG.DAT    be.3SG.PRS  the.NOM    buttom.SG    tear.PSTP 
私(の服)からボタンが外れてしまった。                                                        【藤縄 2005: 93】 
 
1.2. 先行研究のまとめ 
 ドイツ語の与格に関する先行研究で、片岡(1998)のように純粋与格の分類に触れている
ものは数多いが、目的語の与格と自由な与格は区別されており、純粋与格全体を対象とす
る研究は少ない。藤縄(2005)はドイツ語の純粋与格と日本語の助詞を対照し、対応のパタ
ーンと用例を示しているが、調査対象は独和辞典等であり、実際の使用に即しているとは
言い難い。また、用例の提供が目的であり、用例の詳しい分析は行っていない。そこで本
稿では、これらを参考に、先行研究で調査されていない部分に注目して調査を行った。 
 
2. 調査 
2.1. 概要 
本調査では、成田(2009)で純粋与格の頻度が高いとされていた小説を対象に与格を収集
した。調査には、ホフマンの短編小説『砂男』(E.T.A Hoffmann 1817, Der Sandmann)、ケス
                                                   
1 藤縄(2005)では、「基礎動詞 1300」と Dudenについて、それぞれ、在間進・岡田公夫・清野智昭編(1990: 
9)「語研資料 10」『東京外国語大学語学研究所 ドイツ語の統語論的意味的研究資料─データベースを用
いた試み─』と Duden(1988): Stilwörterbuch der deutschen Sprache. Die Verwendung der Wörter im Satz, 
Mannheim Dudenverlag を参照しているが、筆者はこれらの文献を確認していない。 
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トナーの小説『飛ぶ教室』(Erich Kästner 1933, Das fliegende Klassenzimmer)を用いた。なお、
卒業論文では、宮沢賢治の『注文の多い料理店』のドイツ語訳(Johanna Fischer 1994, Das 
Gasthaus mit den vielen Aufträgen)、時雨沢恵一の『キノの旅』のドイツ語訳(Jens Ossa 2006, 
Kinos Reise)に関しても調査を行ったが、紙幅の関係上本稿では省略する。『砂男』『飛ぶ教
室』『キノの旅』は、『注文の多い料理店』の総語数に合わせて冒頭から約 2,300 語ずつ切
り取り、それぞれ手作業で全ての与格を収集し、Microsoft Excel を用いて集計した。前置
詞与格を含む全与格の集計結果は、紙幅の関係上省略する。調査にコーパスを使用しなか
った理由については、成田(2009)の記述を以下に要約する。 
 
ドイツ語の名詞の格は冠詞の語尾などで示されると説明されているが、例えば定冠詞 der だと、男性主
格(der Mann)、女性属格(der Frau)、女性与格(der Frau)、複数属格(der Männer)という 4通りの可能性がある
など、冠詞類の語形から格を特定できるわけではない。また、名詞に冠詞類が付かない場合も多い。した
がって、文字列検索によってドイツ語のテキストから与格名詞句を抽出することは不可能である。 
(成田 2009: 94-95 を要約) 
 
 収集した用例は日本語の対訳と対照し、日本語訳を表 1 でまとめた用法に当てはめ、ド
イツ語の純粋与格が日本語の格助詞・連体助詞の用法とどの程度対応しているのかを確認
した。『砂男』『飛ぶ教室』については、翻訳者によるばらつきの有無を確認するため、そ
れぞれ 2冊の訳本2 を用いて調査を行った。 
 また、日本語記述文法研究会編(2009)によれば、名詞が主題となる場合、「弟とは」のよ
うに格助詞に「は」がつくことがある。「が」や「を」のような文法格をとる名詞は、主題
化する際「がは」や「をは」のような形をとることができず、「は」だけで表す。本稿の調
査では、主語を主題化した「は」を格助詞「が」、目的語を主題化した「は」を格助詞「を」
としてカウントした。なお、主題の「は」については、今回は調査対象としていない。 
 
2.2. 調査結果 
 全体の調査結果を表 2にまとめる。 
 
表 2: ドイツ語純粋与格の日本語格助詞におけるわれ方（ドイツ語から日本語への翻訳） 
格助詞 用法 『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
が 主体 2 3 1 1 7 
を 対象 1 2 3 1 7 
 相手 5 1 3 2 
19 に 主体 4 0 0 0 
 場所 2 2 0 0 
と 相手 1 1 0 0 2 
の 連体修飾 9 3 3 3 18 
その他 21 33 24 27 105 
合計 45 45 34 34 158 
 
                                                   
2 『砂男』は種村(1991)を①、池内(1984)を②と表し、『飛ぶ教室』は、山口(2003)を①、高橋(1962)を②
と表す。 
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3. 考察 
3.1. ドイツ語の純粋与格が日本語の格助詞・連体助詞と対応する用例についての考察 
全体的には、(5)のように、格助詞「に」で日本語訳されている用例や、(6)のように、連
体助詞「の」による連体修飾の用法で日本語訳されている用例が多く、格助詞「に」と「の」
が多いという藤縄(2005)の結果を裏付けるものとなった。藤縄(2005)では挙げられていなか
った格助詞は、「が」の用例が 7例、「と」の用例が『砂男』①②で各 1例ずつ確認でき
た。藤縄(2005)で 22 例見られた格助詞「から」の用例は、本調査では確認できなかった。 
 
格助詞「に」相手の用法 
(5) Oft       gab                  er                    uns                  Bilderbücher    in  die           Hände 
often      give.3SG.PST    he.3SG.NOM   we.1PL.DAT    picture book.PL   in  the.ACC   hand.PL 
① ぼくたちには絵本を与え 
② ときおりぼくたちに絵本をもたせたきりで       【砂男 [ド]: 372 [①]: 796 [②]: 1503】 
 
連体助詞「の」による連体修飾の用法 
(6) Die               fliegen        ihm               auf   die           Hand 
it.3PL.NOM   fly.3PL.PRS  he.3SG.DAT    on    the.ACC   hand.SG 
① しじゅうからは、彼の手の上に飛んできて、 
② シジュウカラは彼の手の上に飛んでき、          【飛ぶ教室 [ド]: 17 [①]: 21 [②]: 22】 
 
格助詞「が」主体の用法 
(7) wo       er                     mir               sichtbar  werden         mußte. 
where   he.3SG.NOM    I.1SG.DAT    visible     become.INF    must.3SG.PST 
① こちらが相手の姿の見えるはずの場所 
② 姿が見えるところ                                                   【砂男 [ド]: 375 [①]: 798 [②]: 153】 
 
用法に注目すると、ドイツ語の純粋与格が日本語の格助詞・連体助詞と対応する場合は、
用法が「主体」「対象」「相手」「連体修飾」に偏っていると分かる。日本語で「連体修飾」
の用法に翻訳されるドイツ語の純粋与格は、片岡(1998)の「所有の与格」と解釈できるも
のが多いと考えられる。この他に、ドイツ語の純粋与格は日本語で「場所」という空間的
な意味を表す格助詞で現れることも確認できた。格助詞「から」の起点の用法も空間的な
意味を表す格助詞と解釈できる。これらのことから、ドイツ語の純粋与格が「主体」「対象」
「相手」「所有」「空間」という意味を持つと解釈可能なとき、日本語では格助詞・連体助
詞としてこれらの意味が表現されやすいと言える。ただし純粋与格がこれらの意味を担っ
ていると考えられる場合も、0.2.2. で見たような構文等でその意味を表現する場合も多い。
この点については、3.2. で詳しく見ていく。 
                                                   
3 ドイツ語文の引用元は[ド]で示し、日本語文の引用元は[日]もしくは[①] [②]で示す。『注文の多い料理
店』の原文に関しては、青空文庫からの引用であるので、例文にはドイツ語文の引用元のみ示す。 
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3.2. その他の用例についての考察 
ここでは、ドイツ語の純粋与格の対象が、日本語の主な格助詞・連体助詞以外の形で現
れた用例 105 例の分析を行う。105 例は筆者の設定した 3 つの基準に従って分類した(表 3
参照)。さらに、日本語訳において、i)から iii)の要素に加え、ドイツ語の純粋与格の対象に
対する影響を表す語句が付け加えられているものを、「影響」としてカウントした。影響を
表す語句とは、0.2.2. で見た「てあげる」「てくれる」「てもらう」の他、「てくる」「てし
まう」や、ドイツ語の純粋与格と対応する名詞句を、主体として前景化した受身文である。 
 
表 3: その他の用例の分類基準 
i) 省略 日本語訳の文中に、ドイツ語の純粋与格に対応する名詞句を不自然な文にすることなく補えるが、実際には現れていないもの。 
ii) 意訳 日本語訳において、作者による意訳により、ドイツ語の純粋与格の対象が現れていないもの。また、日本語では表現しがたい慣用表現や熟語表現の翻訳。 
iii) その他 ドイツ語の純粋与格に対応する名詞句は日本語訳に現れているが、主な格助詞・連体助詞の用法以外の表現が用いられているもの。 
 
 分類した結果と、影響が付け加えられている用例の数を表 4に示す。 
 
表 4a: その他の用例の現れ方 
 『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
i) 省略 12 18 15 18 63 
ii) 意訳 4 11 7 8 30 
iii) その他 5 4 2 1 12 
合計 21 33 25 28 105 
 
表 4b: 影響が付け加えられている用例 
 『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
影響 6 4 8 6 23 
i)+影響 5 4 6 5 20 
ii)+影響 0 0 2 0  2 
iii)+影響 1 0 0 0 1 
 
 その他の用例 105例中、最も多く見られたのは、i) 省略の 63例だった。この 63例中 20
例には、日本語訳において、省略されているドイツ語の純粋与格の対象に対する影響を表
す語句が付け加えられていた。影響を表す語句の内訳と用例を以下に挙げる。 
 
表 5: 影響を表す語句の内訳 
  『砂男』① 『砂男』② 『飛ぶ教室』① 『飛ぶ教室』② 合計 
やりもらいの表現4 (例(8)) 5 3 4 2 14 
「てくる」 (例(9)②) 0 0 1 1 2 
「てしまう」 (例(10)) 1 1 0 0 2 
受身文 (例(11)) 0 0 3 2 5 
合計 6 4 8 5 23 
 
ドイツ語では、「相手」や「所有」といった意味が純粋与格によって明示されるが、日
                                                   
4 ここでは、0.2.2. で見た、恩恵的事態表示に関係する「てあげる」「てくれる」「てもらう」を「やり
もらいの表現」としている。 
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本語では、これらの意味を表す格助詞や連体助詞を用いた表現は省略5 されやすい。日本
語訳で省略されうるドイツ語の純粋与格は、移動や影響の方向を表している場合が多い。
そのため日本語では、助詞を用いた表現の代わりに、(8)のような、恩恵の移動の方向を表
す語や、(9)②の「てくる」のような、空間的な移動の方向を表す語、(10)の「てしまう」
のような、事態の移動を表す語が付け加えられることが多い。また、(11)のように、ドイ
ツ語の純粋与格に対応する名詞句を主体として、日本語の受身文に翻訳し、ドイツ語の純
粋与格の対象を前景化して主題として表現することもある。 
 
(8) Oft    erzähalte       er                    uns                 viele           wunderbare      Geschichten 
often   tell.3SG.PST   he.3SG.NOM   we.1PL.DAT   many.ACC   miraculous.ACC  story.PL 
① 父はよくいろいろふしぎな物語を(ぼくたちに)聞かせてくれた。 
② おりおり、世にも不思議な物語のたぐいを(ぼくたちに)いろいろとしてくれた。 
【砂男 [ド]: 372 [①]: 796 [②]: 150】 
 
(9) Komme   mir              ja    nicht    ohne      die          Weihnachtsgeschichte   nach  Hause! 
come.IMP  I.1SG.DAT   yes  not        without   the.ACC  christomas story.SG           to       hause.SG 
① クリスマスの物語も書かずに(私の所に)帰っちゃいけませんよ。 
② クリスマス物語を書かないで(私の所に)帰ってきてはいけませんよ。 
【飛ぶ教室 [ド]: 10 [①]: 11 [②]: 12】 
 
(10) er  […]          geriet              darüber  so  in  Eifer,    daß  ihm                die            Pfeife 
he.3SG.NOM   start.3SG.PST   about.it    so   in  zeal.SG  that   he.3SG.DAT    the.NOM   pipe.SG 
immer   ausging, 
always    go out.3SG.PST 
① 父は […] 話に熱がこもりすぎるといつも(彼の)パイプの火が消えてしまい、 
② 話に熱中したあまり(彼の)パイプの火が消えてしまったりしてね。 
【砂男 [ド]: 372 [①]: 796 [②]: 150】 
 
(11) Schließlich   nahm              ich               ein       Kinderbuch          vor,   das                mir 
finally             take.1SG.PST   I.1SG.NOM  a.ACC  children’s book.SG  SEP   which.NOM   I.1SG.DAT 
der            Verfasser  geschickt     hatte,               und   las                  darin. 
the.NOM   author.SG    present.PSTP  have.3SG.PST   and    read.1SG.PST   it.in 
① とうとう私は、(私が)ある筆者から贈られた子どもの本をもちだし、それを読みだ
しました。 
② とうとう私は、(私が)ある筆者から贈られた子どもの本をとりあげて、読みはじめ
                                                   
5 成山(2009)でも述べられているように、日本語の主語や目的語を提示しないことを「省略」というかと
いうことは、日本語学の未解決の課題である。本稿では、先に分類基準として挙げたように、日本語訳の
文中に、ドイツ語の純粋与格に対応する名詞句を不自然な文にすることなく補えるが、実際には現われて
いない場合、便宜的に「省略」として取り扱う。 
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ましたが、                                                                 【飛ぶ教室 [ド]: 14 [①]: 17 [②]: 18】 
 
これらのことから、ドイツ語では「主体」「相手」「対象」などに均等に焦点を当て、主
格・与格・対格などを当てはめる表現が多いが、日本語では、話者の視点や、主題が何で
あるかによって、表現の焦点を変えることが多いことが指摘できる。 
 
4. まとめと今後の課題 
卒業論文では、ドイツ語の純粋与格を収集し、それらの純粋与格と対応する日本語表現
について、翻訳における両言語の対応という観点から調査した。そして、ドイツ語の純粋
与格と日本語の表現がどのように対応する傾向にあるのかを、藤縄(2005)の結果と比較し
ながら確認した。その結果、ドイツ語で書かれた文章と、日本語をドイツ語に翻訳した文
章における、ドイツ語の純粋与格の使われ方の違いや、翻訳における両言語の特徴を指摘
できた。しかし、日本語からドイツ語に翻訳された小説については、一般的に、ドイツ語
の純粋与格と対応しているとされている格助詞「に」を収集することができなかった。日
本語の格助詞「に」がドイツ語ではどのように翻訳されていたのかについては、改めて調
査する必要がある。また、ドイツ語の純粋与格と日本語の補助動詞構文の関係についても、
さらに調査したい。 
 
略語一覧 
1: 1
st
 person 
2: 2
st
 person 
3: 3
st
 person 
ACC: accusative 
DAT: dative 
INF: infinitive 
NOM: nominative 
PL: plural 
PRS: present 
PST: past 
PSTP: past particle 
SEP: separable prefix
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